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自己紹介 

新納 浩幸（しんのう  ひろゆき） 

・ 茨城大学工学部情報工学科 教授 
・ 専門は 「自然言語処理」  

人工知能の中心アプリケーション 
手法は機械学習、統計学がベース 
（例） 統計的機械翻訳 

・ 著書 「数理統計学の基礎」  （森北）、 
             「R で学ぶクラスタ解析」 （オーム社） など 
・ 「統計学」の非常勤講師を20年近く継続中 

hiroyuki.shinnou.0828@vc.ibaraki.ac.jp 



統計検定 1級 

「統計数理」  (90分) 
          5問出題され、3問選択 
 
「統計応用」  (90分) 
          4分野 「人文科学」、「社会科学」、 

                 「理工学」、「医薬生物学」 
       から１分野選択 
       各分野から 5問出題され、3問選択 

http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1.html 

本講座の対象 



「数理統計」 出題範囲 
http://www.toukei-kentei.jp/about/pdf/grade1_hani150508.pdf 

かなり広範囲、深い内容、 
完全に学部授業のレベル 
を超えている 



過去問から感じること（１） 

非常に難問だけど、本質的な力や理解を 
試そうとしている、枝葉末節の知識は 
問われないように感じる・・・ 

2012年 問1、2013年 問1、 2014年 問1 

各年度の問１はサービス問題、 
密度関数とは何かを理解していれば容易 

2013年 問4 

仮説検定の考え方さえわかっていれば容易 

（例） 

などなど 



過去問から感じること（２） 

数理統計として重要な項目を出題している 
ように感じる・・・ 

データ解析法は出題されていない、 
検定は尤度比検定、適合度検定、平均の検定 
推定は最尤法 
分布は一様分布、二項分布、正規分布、 
             カイ2乗分布、ガンマ分布、ベータ分布 

大事な部分だけでも、十分理解できていれば 
なんとかなる感じ 



大まかな問題構成 

問題１  サービス問題（単なる数学の問題） 

問題２  変数変換、２次元確率変数、分布 

問題３  最尤法を中心とした推定 

問題４  なんだかわからない問題・・・ 

問題５  検定 

問題１，２ を選択し、もう１問はできそうなもの 



本日のスケジュール 

1コマ目： 10:00 から 11:30  (90分) 
10分休憩 
2コマ目： 11:40 から 13:00  (80分) 
1時間昼休み 
3コマ目： 14:00 から 16:00  (120分) 
10分休憩 
4コマ目： 16:10 から 18:00  (110分) 

４ コマある 



重要テーマ順に解説 

（１） 変数変換 
 
（２） モーメント母関数 
 
（３） 最尤法 
 
（４）適合度検定 
       尤度比検定 

主に１コマ目と２コマ目で 
解説 

主に３コマ目で解説 

４コマ目は残りの 
問題のポイントを解説 



スケジュール詳細（１） 

１コマ目（10:00 から 11:30）＋２コマ目（11:40 から 13:00） 

スライドにより、「変数変換」「モーメント母関数」 解説 

過去問  2012-問２、2014-問２  を解説 

残りの時間で 

過去問  2012-問1、2013-問1、2014-問1  を解説 



スケジュール詳細（２） 

３コマ目（14:00 から 16:00） 

スライドにより、「最尤法」「検定」 解説 

過去問  2013-問5、2014-問5  を解説 

過去問  2012-問4、2014-問3  を解説 

(検定の問題だがポイントのみ) 

過去問  2013-問4  (検定の考え方の確認) 

残りの時間で 



スケジュール詳細（３） 

4コマ目（16:10 から 18:00） 

スライドにより、「重要公式」「雑多なポイント」 解説 

残された過去問を重要度順に解説 

2012-問3  （最尤法） 

2012-問5  （条件付き確率の平均、分散） 

2013-問2  （条件付き確率） 

2013-問3  （推定量の性質） 

2014-問4  （複数群の平均に関するF検定、難問） 

やや重要 

公式知っていれば容易 

多分、試験時間内で解くのは無理 


